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そ
れ
ら
を
受
け
、
最
後
に
今
後
検
討
す
る

べ
き
課
題
を
指
摘
し
ま
す
。

　
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の

　
コ
ス
ト
を
誰
が
負
担
す
る
か

　
筆
者
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、
日
本
の
採
卵

鶏
で
は
一
般
的
な
バ
タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
と
、

Ａ
Ｗ
の
「
行
動
の
自
由
」
に
配
慮
し
た
エ

ン
リ
ッ
チ
ド
ケ
ー
ジ
（
ケ
ー
ジ
面
積
が
広

く
、
止
ま
り
木
な
ど
の
施
設
を
設
置
し
た

飼
養
方
法
）、
エ
イ
ビ
ア
リ
ー
（
多
段
式

平
飼
い
）、
平
飼
い
の
農
場
コ
ス
ト
と
小

売
価
格
の
試
算
を
行
い
ま
し
た
。
各
方
法

で
約
11
万
羽
を
飼
養
す
る
架
空
の
農
場
を

設
定
、
新
設
を
前
提
と
し
て
建
屋
・
設
備

お
よ
び
土
地
の
購
入
費
、
大
雛
導
入
か
ら

廃
鶏
ま
で
の
生
産
コ
ス
ト
を
試
算
し
た
上

で
、
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
・
問
屋
か
ら
小
売
店

ま
で
の
経
費
と
利
益
を
積
み
上
げ
て
最
終

的
な
小
売
価
格
を
算
出
し
ま
し
た
。
数
値

は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
公
的
統
計
を
用
い
て

収
集
、
試
算
し
ま
し
た
。
調
査
対
象
業
者

は
８
社
、
13
農
場
で
す
。

　
表
は
、
今
回
の
研
究
で
試
算
し
た
各
飼

養
方
法
の
農
場
コ
ス
ト
と
小
売
価
格
（
消

費
者
購
入
価
格
）
で
す
。
卵
１
個
当
た
り

理
学
な
ど
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
い
て
推

進
す
る
べ
き
点
で
す
。
望
ま
し
い
Ａ
Ｗ
と

は
、
動
物
が
一
定
の
適
切
な
状
態
に
あ
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
何
が
適
切

4

4

か
、
ど

う
い
う
状
態
が
動
物
に
と
っ
て
適
切

4

4

か
は
、

ま
ず
は
科
学
が
解
明
す
る
べ
き
課
題
で
す
。

つ
ま
り
、
動
物
の
感
受
性
（
主
観
的
な
感

覚
）
が
重
要
な
の
で
あ
っ
て
、
特
定
の
施

設
・
設
備
や
生
産
資
材
、
飼
養
方
法
に
制

限
す
る
こ
と
自
体
が
Ａ
Ｗ
の
目
的
で
は
な

い
の
で
す
。
飼
養
方
法
に
応
じ
た
多
様
な

Ａ
Ｗ
向
上
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り

得
る
の
で
す
。

　
本
稿
で
は
、
日
本
の
採
卵
鶏
で
Ａ
Ｗ
を

推
進
す
る
際
に
考
慮
す
べ
き
課
題
を
、
コ

ス
ト
と
欧
州
諸
国
で
の
普
及
事
例
か
ら
論

じ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
筆
者
ら
の
グ
ル

ー
プ
が
２
０
２
１
年
に
実
施
し
た
Ａ
Ｗ
に

配
慮
し
た
飼
養
方
法
の
採
卵
鶏
コ
ス
ト
試

算
研
究
の
成
果＊

と
、
民
間
主
体
で
進
め
ら

れ
る
欧
州
諸
国
で
の
Ａ
Ｗ
普
及
策
の
問
題

点
を
指
摘
す
る
議
論
を
紹
介
し
ま
す
。
後

者
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
は
欧
州
で
の
Ａ

Ｗ
推
進
は
肯
定
的
に
語
ら
れ
が
ち
で
す
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
議
論
が
本
格
化
す
る
日
本
で
は

踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

 

は
じ
め
に

 

－

科
学
的
知
見
に
立
脚
し
た

 

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
を

－

　
本
年
１
月
下
旬
、
農
水
省
主
催
で
第
１

回
目
と
な
る
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

に
関
す
る
意
見
交
換
会
」
が
開
催
さ
れ
、

日
本
で
も
採
卵
鶏
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ

ェ
ア
（
以
下
、
Ａ
Ｗ
）
の
推
進
方
法
に
関

す
る
議
論
の
さ
ら
な
る
活
性
化
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
家
畜
の
Ａ
Ｗ
向
上
は
持
続
可
能

な
社
会
に
と
っ
て
必
須
で
あ
り
、
全
て
の

家
畜
生
産
者
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
い

え
ま
す
。

　
一
方
、
Ａ
Ｗ
先
進
地
域
と
さ
れ
る
欧
米

諸
国
の
現
状
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
Ａ
Ｗ

の
推
進
策
の
行
く
末
、
規
制
・
関
連
制
度

の
議
論
に
不
安
を
感
じ
る
採
卵
鶏
生
産
者

が
い
る
の
も
十
分
に
理
解
で
き
ま
す
。
現

在
、
日
本
の
採
卵
鶏
の
ほ
と
ん
ど
は
バ
タ

リ
ー
ケ
ー
ジ
で
飼
養
さ
れ
て
い
ま
す
。
近

年
、
バ
タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
に
併
設
す
る
形
で

エ
イ
ビ
ア
リ
ー
（
多
段
式
平
飼
い
）
や
平

飼
い
、
放
し
飼
い
を
導
入
す
る
業
者
も
見

ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
対
応
が
困
難

な
中
小
業
者
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、
重
要
な
の
は
、
Ａ
Ｗ
は
家
畜
管
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の
農
場
コ
ス
ト
は
、
バ
タ
リ
ー
（
８
段
、

12
段
）
11
・
29
円
、
エ
ン
リ
ッ
チ
ド
（
８

段
、
12
段
）
13
・
44
円
、
エ
イ
ビ
ア
リ
ー

19
・
58
円
、
平
飼
い
26
・
67
円
で
す
。
バ

タ
リ
ー
を
基
準
と
す
る
と
、
エ
ン
リ
ッ
チ

ド
は
１
・
２
倍
、
エ
イ
ビ
ア
リ
ー
は
１
・

・
７
倍
、
平
飼
い
は
２
・
４
倍
の
コ
ス
ト

増
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ス
ト
差
が
大
き
い

項
目
は
、
順
に
施
設
費
、
大
雛
導
入
費
、

飼
料
費
（
飼
料
は
全
て
輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
ベ
ー
ス
の
配
合
飼
料
を
使
用
）、
労
働

費
で
す
。
加
え
て
、
エ
イ
ビ
ア
リ
ー
と
平

飼
い
の
コ
ス
ト
増
は
、
羽
数
当
た
り
従
業

員
の
多
さ
や
低
生
存
率
、
強
制
換
羽
を
行

わ
な
い
こ
と
に
よ
る
生
産
期
間
の
短
さ
、

規
格
外
・
巣
外
卵
の
多
さ
、
運
動
量
の
多

い
飼
養
方
法
に
お
け
る
飼
料
給
与
量
の
増

加
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

　
10
個
入
り
１
パ
ッ
ク
当
た
り
の
小
売
価

格
は
、
バ
タ
リ
ー
（
８
段
、
12
段
）
２
４

６
・
76
円
、
エ
ン
リ
ッ
チ
ド
（
８
段
、
12

段
）
２
８
０
・
69
円
、
エ
イ
ビ
ア
リ
ー
３

７
２
・
68
円
、
平
飼
い
４
８
５
・
25
円
で

す
。
バ
タ
リ
ー
と
比
べ
て
、
エ
ン
リ
ッ
チ

ド
は
１
・
１
倍
、
エ
イ
ビ
ア
リ
ー
は
１
・

５
倍
、
平
飼
い
は
２
・
０
倍
と
な
り
ま
し

た
。
平
飼
い
の
小
売
価
格
は
実
際
の
価
格

に
近
い
値
と
な
り
ま
し
た
が
、
バ
タ
リ
ー

の
小
売
価
格
は
実
際
よ
り
高
い
値
が
算
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
農
場
や
小
売
・

卸
売
業
の
推
定
利
益
率
を
、
飼
養
方
法
に

関
係
な
く
一
律
に
設
定
し
た
た
め
と
思
わ

れ
ま
す
。

表　筆者らのグループによる採卵鶏の農場コストと小売価格

資料：筆者らのグループの研究成果より作成
注：飼料は全て輸入トウモロコシをベースとした配合飼料である

農場コスト（円／個）
小売価格

（円／１パック・10個入り）

バタリーケージ（８段） 11.29 246.76

バタリーケージ（12段） 11.29 246.76

エンリッチドケージ（８段） 13.44 280.69

エンリッチドケージ（12段） 13.44 280.69

エイビアリー 19.58 372.68

平飼い 26.67 485.25

　
本
研
究
か
ら
得
ら
れ
る
示
唆
は
次
の
二

つ
で
す
。

①
生
産
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
小
売
価
格
形

成
の
必
要
性

　
実
際
の
小
売
価
格
よ
り
、
生
産
コ
ス
ト

を
積
み
上
げ
て
試
算
し
た
本
研
究
の
小
売

価
格
が
高
い
の
は
、
実
際
の
小
売
価
格
が

生
産
コ
ス
ト
に
見
合
っ
て
い
な
い
証
拠
の

一
つ
と
い
え
ま
す
。
採
卵
鶏
経
営
の
経
済

的
な
健
全
性
な
く
し
て
Ａ
Ｗ
の
充
実
は
困

難
で
し
ょ
う
。

②
Ａ
Ｗ
向
上
に
伴
う
コ
ス
ト
を
社
会
全
体

で
ど
の
よ
う
に
負
担
す
る
か

　
エ
イ
ビ
ア
リ
ー
・
平
飼
い
は
コ
ス
ト
が

増
加
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
飼
養
方
法
を

普
及
さ
せ
る
場
合
、
採
卵
鶏
生
産
者
だ
け

に
負
担
さ
せ
ず
、
小
売
・
卸
売
業
者
や
消

費
者
、
政
府
も
含
め
て
の
負
担
の
シ
ェ
ア

が
必
要
で
す
。
特
に
、
Ａ
Ｗ
向
上
に
取
り

組
む
畜
産
生
産
者
に
対
す
る
政
府
か
ら
の

何
ら
か
の
金
銭
的
支
援
は
、
気
候
変
動
な

ど
の
環
境
対
策
と
合
わ
せ
て
必
須
で
す
。

た
だ
し
、
現
時
点
で
は
、
コ
ス
ト
増
に
伴

う
価
格
転
嫁
に
対
す
る
消
費
者
の
理
解
を

得
る
こ
と
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、

バ
タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
禁
止
な
ど
の
規
制
の
導

入
は
現
実
的
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
Ａ
Ｗ
の
内
容
を
説
明
し
た
上
で
回
答
者

に
追
加
支
払
い
意
思
額
を
問
う
研
究
は
、

日
本
も
含
め
て
そ
れ
な
り
の
研
究
蓄
積
が

あ
り
、
Ａ
Ｗ
に
配
慮
し
た
畜
産
物
の
価
格

が
上
昇
し
て
も
購
入
す
る
と
回
答
す
る
消

費
者
は
少
な
く
は
な
い
と
の
記
述
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
そ
う
で
あ
る
か

は
注
意
が
必
要
で
す
。
政
治
的
存
在
で
あ

る
市
民
と
し
て
は
Ａ
Ｗ
規
制
を
受
け
入
れ

て
も
、
経
済
的
存
在
で
あ
る
消
費
者
と
し

て
は
コ
ス
ト
・
価
格
上
昇
を
も
た
ら
す
Ａ

Ｗ
規
制
を
忌
避
す
る
行
動
は
、「
市
民
・

消
費
者
の
パ
ラ
ド
ク
ス
」（Citizen-cons

umer paradox

）
の
典
型
で
あ
り
、
現
代

社
会
で
広
範
に
見
ら
れ
、
私
た
ち
個
々
人

と
し
て
も
実
感
の
あ
る
振
る
舞
い
だ
か
ら

で
す
（van Wessel 2018

）。

　
そ
こ
で
、
こ
の
パ
ラ
ド
ク
ス
を
克
服
す

る
た
め
、
Ａ
Ｗ
畜
産
物
・
食
品
対
象
の
認

証
制
度
を
設
け
て
高
価
格
帯
の
製
品
と
し
、

高
価
格
で
も
購
入
す
る
消
費
者
に
Ａ
Ｗ
コ

ス
ト
の
負
担
を
求
め
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
、
近
年
、
欧
米
諸
国
で
主
要
に
用

い
ら
れ
て
い
る
Ａ
Ｗ
の
普
及
方
法
で
す
。

政
府
に
よ
る
規
制
で
は
な
く
市
場
の
評
価

に
Ａ
Ｗ
普
及
を
委
ね
る
方
法
で
す
が
、
こ

れ
に
問
題
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
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国
に
続
い
て
欧
州
各
国
で
も
公
的
規
制
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
す
る
国
家
間
協

定
も
１
９
６
８
年
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、

大
き
な
転
換
は
１
９
９
７
年
の
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
条
約
で
す
。
同
条
約
で
Ａ
Ｗ
議
定

書
を
伴
う
動
物
に
関
す
る
法
規
制
が
導
入

さ
れ
、
そ
こ
で
動
物
は
商
品
で
は
な
く
、

感
受
性
を
持
っ
た
主
体
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
採
卵
鶏
で
は
１
９
９
９
年
Ｅ

Ｕ
指
令
（Directive 1999/74/EC

）
が

大
き
な
転
換
点
と
な
り
ま
し
た
。
同
指
令

は
採
卵
鶏
の
Ａ
Ｗ
の
最
低
基
準
を
規
定
し

た
も
の
で
、
採
卵
鶏
の
従
来
型
バ
タ
リ
ー

ケ
ー
ジ
を
２
０
１
２
年
以
降
、
禁
止
し
た

内
容
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
１
９
９
０
年
代
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
危

機
は
、
食
の
安
全
性
そ
の
も
の
に
加
え
、

食
の
安
全
性
に
関
わ
る
政
府
や
政
策
に
対

す
る
市
民
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
公
的
規
制
は
Ａ
Ｗ
の
最
低
基

準
を
提
供
し
、
そ
れ
を
超
え
る
Ａ
Ｗ
の
実

現
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
小
売
業
と
い
っ
た
民
間

主
体
が
積
極
的
に
関
わ
る
形
に
シ
フ
ト
し

ま
し
た
。
Ａ
Ｗ
は
テ
ス
コ
や
カ
ル
フ
ー
ル

と
い
っ
た
巨
大
小
売
業
ブ
ラ
ン
ド
の
構
成

要
素
の
一
つ
と
な
り
、
小
売
業
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
協
力
し
な
が
ら
民
間
認
証
制
度
を
発
展

さ
せ
て
き
ま
し
た
。
従
来
、
Ａ
Ｗ
に
関
わ

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
消
費
者
向
け
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で

は
小
売
業
向
け
の
ロ
ビ
ー
活
動
や
、
小
売

業
の
Ａ
Ｗ
認
証
制
度
を
評
価
す
る
コ
ン
テ

ス
ト
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
活
動
を
通
じ
て
、
社
会
に
と
っ
て

望
ま
し
い
と
さ
れ
る
Ａ
Ｗ
の
内
容
が
形
成

さ
れ
て
い
き
ま
す
（Maciel and Bock 

2012

）。

　
こ
れ
ら
民
間
認
証
の
取
得
は
任
意
で
あ

り
、
強
制
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
少

数
の
巨
大
小
売
チ
ェ
ー
ン
へ
の
市
場
の
寡

占
化
が
進
ん
だ
結
果
、
畜
産
生
産
者
に
と

っ
て
選
択
の
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、

実
質
的
に
認
証
取
得
を
強
制
さ
れ
る
関
係

性
が
生
じ
て
い
ま
す
。
生
産
者
と
非
対
称

的
な
取
引
交
渉
力
を
有
す
る
少
数
の
小
売

業
と
、
巨
額
の
資
金
を
集
め
て
小
売
業
に

影
響
力
を
行
使
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
に
よ
っ

て
Ａ
Ｗ
基
準
が
形
成
さ
れ
て
い
く
現
状
の

枠
組
み
が
、
民
主
主
義
的
な
プ
ロ
セ
ス
や

透
明
性
、
経
済
の
公
平
性
と
い
っ
た
観
点

か
ら
妥
当
か
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す

（Maciel and Bock 2012

）。

　
つ
ま
り
、
国
家
に
よ
る
公
的
規
制
と
比

市
場
主
体
の
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
普
及
の
問
題
点

　
政
治
経
済
の
新
自
由
主
義
化
（
市
場
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
重
視
）
に
伴
い
、
社
会
問
題

の
解
決
手
段
と
し
て
、
国
家
に
よ
る
公
的

規
制
か
ら
、
企
業
な
ど
非
国
家
主
体
に
よ

る
任
意
の
民
間
認
証
が
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
国
家
権
力
を
通

じ
た
強
制
か
ら
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通

じ
た
誘
導
へ
の
転
換
と
も
い
え
ま
す
。
公

的
規
制
の
場
合
、
行
政
に
よ
る
監
視
コ
ス

ト
が
発
生
し
ま
す
が
、
民
間
認
証
の
場
合
、

認
証
取
得
に
よ
る
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
で
企
業
な
ど
の
ア
ク
タ
ー
が
自
ら
規
制

す
る
の
で
、
行
政
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
ま

す
。
認
証
基
準
の
内
容
が
社
会
的
に
広
く

許
容
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
民
間
認
証
が

効
率
的
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
欧
州
に
お
け
る
Ａ
Ｗ
も
、
当
初
の
公
的

規
制
を
通
じ
た
普
及
か
ら
、
民
間
認
証
制

度
を
通
じ
た
普
及
へ
と
重
点
の
変
化
が
見

ら
れ
ま
す
。
１
９
６
５
年
の
英
国
政
府
に

よ
る
ブ
ラ
ン
ベ
ル
委
員
会
の
設
立
が
、
欧

州
に
お
け
る
Ａ
Ｗ
政
策
の
始
ま
り
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
Ａ
Ｗ
指
針
が
策
定
さ
れ
、
英

べ
て
、
生
産
者
な
ど
関
係
主
体
が
Ａ
Ｗ
基

準
の
内
容
に
関
与
で
き
な
い
こ
と
が
問
題

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
逆
説
的
で
す

が
、
民
間
認
証
は
Ａ
Ｗ
畜
産
物
の
購
入
を

通
じ
た
Ａ
Ｗ
普
及
の
仕
組
み
で
あ
る
以
上
、

最
も
Ａ
Ｗ
に
関
心
の
あ
る
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
な

ど
の
畜
産
物
を
購
入
し
な
い
人
々
を
、
Ａ

Ｗ
普
及
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
排
除
す
る
問
題

点
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
（Lundmark 

et al. 2018

）。

　
Ａ
Ｗ
は
、
人
間
の
好
み
や
市
場
の
選
好

と
は
区
分
さ
れ
た
固
有
の
価
値
を
持
っ
て

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
社
会
的
に
望
ま
し

い
Ａ
Ｗ
は
、
動
物
の
感
受
性
を
解
明
す
る

家
畜
管
理
学
な
ど
の
成
果
に
基
づ
い
て
決

め
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
実
際
に

は
、
Ａ
Ｗ
の
基
準
は
科
学
だ
け
で
は
な
く

市
場

4

4

に
よ
っ
て
も
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で

す
（Lawrence and Vigors 2020; Bu

ller 
and 

Roe 
2012; 

Lundmark 
et 

al. 2018; Vogeler 2019

）。

　Buller and Roe 

（2012

）
は
、
市
場

4

4

に
左
右
さ
れ
る
Ａ
Ｗ
の
問
題
点
を
、
Ａ
Ｗ

の
「
物
神
崇
拝
（Fetishism

）」
と
い
う

表
現
で
指
摘
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ａ
Ｗ

の
認
証
制
度
や
基
準
だ
け
に
問
題
関
心
が

集
中
し
、
そ
れ
だ
け
で
満
足
し
て
し
ま
う
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広告

結
果
、
畜
産
物
が
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な

社
会
関
係
（
例
え
ば
、
小
売
業
の
優
越
性

と
い
っ
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る

非
対
称
的
な
力
関
係
な
ど
）
の
下
で
生
産

・
流
通
さ
れ
て
い
る
か
、
家
畜
が
実
際
に

ど
の
よ
う
に
飼
養
さ
れ
て
い
る
か
が
見
落

と
さ
れ
る
点
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
実
際

に
、
民
間
認
証
は
、
家
畜
の
ニ
ー
ズ
と
い

う
よ
り
、
消
費
者
の
期
待
に
合
わ
せ
た
り
、

消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
や
す
い
イ
メ
ー
ジ

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
偏
っ
て
い
る
と
の
批
判

が
あ
り
ま
す
（Lundmark et al.2018; 

Vogeler 2019

）。

　
激
し
い
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
巨
大

小
売
業
は
″
他
社
よ
り
劣
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
認
証″

を
採
用
し
づ
ら
く
、
特

に
富
裕
層
向
け
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

は
ケ
ー
ジ
卵
を
販
売
で
き
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
消
費
者
に
よ
る
選
択
の

結
果
と
い
う
よ
り
、
他
社
と
の
競
争
上
、

最
初
か
ら
ケ
ー
ジ
卵
の
選
択
肢
が
排
除
さ

れ
て
い
る
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す（Bul

ler and Roe 2018

）。

　
消
費
者
に
好
ま
れ
や
す
い
特
定
の
飼
養

方
法
に
固
執
し
、
消
費
者
を
満
足
さ
せ
る

た
め
だ
け
の
Ａ
Ｗ
で
あ
っ
て
は
、
本
末
転

倒
な
の
で
す
。

　
生
産
者
か
ら
ア
ニ
マ
ル

　
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
議
論
を

　
最
後
に
、
日
本
で
今
後
、
Ａ
Ｗ
向
上
に

取
り
組
む
際
に
生
産
者
が
留
意
す
べ
き
点

を
二
つ
述
べ
ま
す
。

①
家
畜
管
理
学
な
ど
の
科
学
的
知
見
に
基

づ
い
て
Ａ
Ｗ
を
推
進
す
る
と
い
う
原
則
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る

写真はイメージで本文と関係ありません
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＊
（
公
社
）
畜
産
技
術
協
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委
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研
究
、「
採
卵

鶏
の
飼
養
生
産
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比
較
に
関
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研
究
」、

２
０
２
１
年
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０
２
２
年
２
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、

研
究
代
表
者
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清
水
池
義
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海
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欧
米
諸
国
、
そ
し
て
日
本
で
も
採
卵
鶏

の
Ａ
Ｗ
に
関
す
る
研
究
が
豊
富
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
平
飼
い
な
ど

ノ
ン
ケ
ー
ジ
の
飼
養
方
法
を
一
面
的
に
評

価
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｗ
の

観
点
か
ら
、
ノ
ン
ケ
ー
ジ
の
短
所
や
、
逆

に
バ
タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
の
長
所
も
含
め
、
冷

静
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
冒
頭
で

述
べ
た
よ
う
に
、
平
飼
い
な
ど
の
ノ
ン
ケ

ー
ジ
化
だ
け
が
Ａ
Ｗ
向
上
を
可
能
と
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
バ
タ

リ
ー
ケ
ー
ジ
で
あ
っ
て
も
Ａ
Ｗ
向
上
は
可

能
で
あ
り
、
飼
養
密
度
低
減
や
デ
ビ
ー
ク

廃
止
な
ど
可
能
な
飼
養
方
法
の
改
善
か
ら

少
し
ず
つ
着
手
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

Ａ
Ｗ
は
そ
の
本
来
の
意
味
か
ら
し
て
、
一

部
の
家
畜
だ
け
行
え
ば
よ
い
も
の
で
は
な

く
、
全
て
の
家
畜
を
そ
の
対
象
と
す
る
べ

き
で
す
。

②
生
産
者
か
ら
積
極
的
に
、
社
会
に
と
っ

て
適
切
な
Ａ
Ｗ
規
制
・
基
準
の
あ
り
方
を

提
案
す
る
べ
き
で
あ
る

　
本
稿
で
述
べ
た
欧
州
の
状
況
は
、
小
売

業
や
消
費
者
ベ
ー
ス
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
っ
て

主
導
さ
れ
る
民
間
認
証
が
、
Ａ
Ｗ
の
趣
旨

か
ら
逸
脱
し
、
単
な
る
競
争
手
段
に
陥
っ

て
し
ま
う
危
険
性
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

本
来
、
家
畜
と
日
々
向
き
合
っ
て
い
る
生

産
者
は
、
適
切
な
Ａ
Ｗ
に
向
け
た
動
き
を

主
導
す
る
能
力
と
資
格
を
有
す
る
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）
の
一
人
で

す
。
例
え
ば
、
酪
農
分
野
で
は
、
生
産
者

団
体
と
乳
業
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
組
織
さ

れ
る
Ｊ
ミ
ル
ク
が
、
持
続
可
能
な
社
会
構

築
に
向
け
て
酪
農
乳
業
と
し
て
積
極
的
に

貢
献
す
る
た
め
に
、
酪
農
生
産
、
環
境
、

地
域
社
会
の
３
分
野
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
づ

く
り
を
始
め
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
酪

農
生
産
分
野
の
主
題
は
、
Ａ
Ｗ
向
上
な
ら

び
に
農
場
で
働
く
人
々
の
人
権
擁
護
で
す
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
多
く
の
酪
農
研
究
者
を
組
織

し
て
最
新
の
科
学
的
知
見
を
導
入
し
つ
つ
、

生
産
者
団
体
や
乳
業
メ
ー
カ
ー
の
実
務
者

と
研
究
者
の
議
論
や
共
同
研
究
を
通
じ
て
、

社
会
に
お
け
る
Ａ
Ｗ
な
ど
の
議
論
を
リ
ー

ド
し
よ
う
と
試
み
て
い
ま
す
。
採
卵
鶏
で

も
同
様
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
有
す
る
組

織
的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
採
卵
鶏
生
産
者
は
、
社
会
に
お
け
る
Ａ

Ｗ
の
関
心
の
高
ま
り
を
肯
定
的
に
捉
え
、

採
卵
鶏
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
持
続
可
能

性
と
強
靭
性
を
高
め
る
絶
好
の
機
会
と
し

て
、
能
動
的
に
行
動
す
る
時
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

Vogeler, 
C. 

S. 
(2019) 
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